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2023 年度 全日本ライフル射撃競技選手権大会(10mAR/AP 共生)  

2023 年度 全日本選抜ライフル射撃競技大会(50m ライフル共生) 
Ｇ１ 

 

1. 大 会 名 2023 年度 全日本ライフル射撃競技選手権大会(10mAR/AP 共生種目)  

2023 年度 全日本選抜ライフル射撃競技大会(50m ライフル共生種目) 

2. 主 催 公益社団法人 日本ライフル射撃協会 

特定非営利活動法人日本パラ射撃連盟 

3. 主 管 日本ライフル射撃協会、栃木県ライフルスポーツ射撃協会 

4. 期 日 2023 年５月１９日(金)～５月２１日(日) 

5. 会 場 栃木県ライフル射撃場 

〒321-2118 宇都宮市新里町乙 1067 TEL: 028-689-9715 

6. 開 会 式 実施しない 

7. 閉 会 式 実施しない 

8. 表 彰 式 ファイナル終了後、実施  

9. 大 会 責 任 者 大会委員⾧ 松丸 喜一郎 

テクニカル・デレゲート 岡田 亜美 

コンペティション・マネージャー 三木 容子 

10. 競 技 前 練 習 2023 年５月 18 日(木) 50m 10:00～16:30 

2023 年 5 月 19 日(金) 10m 12:30～17:10 

11. 競 技 日 程 

種 目 

日程 競技種目 競技時間 定員 備考 

5 月 18 日(木) RPR 1 射群 PET 10:00～10:45  PET 射群 

RPR 2 射群 PET 11:00～11:45 

R3P 1 射群 PET 12:30～13:30 

R3P 2 射群 PET 14:00～15:00 

R3P 3 射群 PET 15:30～16:30 

5 月 19 日(金) RPR 1 射群 9:00～ 9:50   

RPR 2 射群 11:00～11:50 

AR/AP 1 射群 RPO 9:00～10:15 RPO 射群 

AR 2 射群 RPO 11:00～12:15 

AP 1 射群 PET 12:30～13:10 PET 射群 

AP  2 射群 PET 13:15～13:55 

AP  3 射群 PET 14:00～14:40 

AR 1 射群 PET 14:50～15:30 

AR 2 射群 PET 15:40～16:20 

AR 3 射群 PET 16:30～17:10 

5 月 20 日(土) AP 2 射群 9:00～10:15  

 

 

AP 3 射群 11:00～12:15 

AP 4 射群 13:00～14:15 

AP Final 15:15～ 出頭締切 14:45 

R3P 1 射群 9:00～10:30  



R3P 2 射群 11:15～12:45 

R3P 3 射群 13:30～15:00 

R3P Final 16:00～ 出頭締切 15:30 

5 月 21 日(日) AR 3 射群 9:00～10:15   

AR 4 射群 11:00～12:15 

AR 5 射群 13:00～14:15 

AR Final 15:15～ 出頭締切 14:45 

R3P 4 射群 RPO 10:00～11:30 RPO 射群 

※参加人数等により、射群数及び開始時間を変更する場合がある。 

※競技前練習日は本選の射群射座で実施します。 

 日ラ WEB サイトを確認すること 

15．競技方法 

表彰 

【共生総合（４種目）】 

1．AR    男女混合ファイナルを実施する。 

2．AP     男女混合ファイナルを実施する。 

3．R3P     男女混合ファイナルを実施する。 

4．RPR     本選得点 

総合優勝 賞状・メダル ２位～3 位 賞状・メダル ４位～８位 賞状 

【選手権（４種目）】  

※全日本選手権(10m)としての表彰は本選のみで順位を決定する。 

①ARM 

②ARW   

③APM 

 ④APW 

 1 位:選手権証・カップ・メダル、2～3 位:賞状・メダル、4 位～8 位:賞状 

16．競技規則 各種目とも、競技規則集 最新版による。 

※パラ種目は WSPS ルールに従う。 

17. 使用標的 SIUS 社製 電子標的 

18. 参加資格 

参加制限 

１．日本ライフル射撃協会の会員でインテグリティ講習受講済みの者であること。 

２．段位 5 段以上を有する者。ジュニア選手は 3 段以上を有する者。 

３．人数枠を超えて申込があった場合、次の①から優先して出場者を決定する。 

優先順位１  

日本障害者スポーツ射撃連盟所属で、同連盟の推薦を受けた選手は優先し出場可能 

優先順位２   

日ラランキング上位者(2023 年 4 月１日時点) 

優先順位３ 

優先順位１および２で、出場選手を決定後、出場枠に残りがある場合のみ 

出場種目の 4 段を有する日ラランキング上位者 (※5 段受検を必須とする) 

※その他、対象種目の段を有しない場合は対象段までを試合当日に受験する事で出場

資格を得る 

発表後に、エントリー代の振り込みをしてください 



19．選考会参加資

格 

世界選手権選考は 4 月 1 日付、強化指定選手ランキング各種目 5 位以上が対象 

ジュニア世界選手権は、ズール選考会ダブルマッチの各種目 5 位以上が対象 

ジュニアの年齢制限：ジュニア世界選手権は 12 月 31 日で 21 歳以下の選手 

20．参加料 参加料（公認登録料込） 

10m 種目 AR・AP 7,000 円  ※高校生以下は 5,000 円 

50ｍ種目 R3P 10,000 円 

50ｍ種目 RPR 10,000 円 
 

21. 参加申込 １．各加盟団体でとりまとめ(パラ選手は日本障害者スポーツ射撃連盟を経由して)、 

所定の Web 申込みフォームから 1 人 1 種目ごとに申し込むこと。 

2023 年 4 月 20(木))までに登録すること。 

締切日以降の申込みは一切認めない。 

また、Fax や Excel データのメール送信での申込みも一切受け付けない。 

所定の Web 申込みフォームは各加盟団体に配信します。 

２．参加可能の選手が確定し次第、日ラウェブサイトにて公表する。 

公表後、参加費の振込をすること。 

３．締切日後の変更及び追加は一切認めない。 

４．参加料振り込み後にキャンセルする場合、料金の返還はしない。天災等、やむを得

ない事情を除き、締め切り後の変更、追加および返金はしない。 

５．振込は、加盟団体ごとに振り込むこと。振込締め切り日 5 月１５日(月) 

振込先は加盟団体事務局あてに配信します。 

※過払い・誤払いがあった場合は、上記口座の名義人から返金は行わない。 

振込人にて組戻し手続きの上、再度正しい金額を振込むこと。 

22. 宿泊・昼食 各自で準備・負担とする。 

23．銃器・弾薬 1. 銃砲所持許可証または携行許可証、日ラ会員証、射手手帳は必ず携行すること。 

2. 銃器・弾薬は各自携行のこと、運搬･携帯･保管については、特に留意すること。 

銃器については、有効期限内の銃器公認シールを貼付すること 

23. その他 1. インテグリティ教育を受講済みの事。 

2. スポーツ庁が推奨する「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」

に沿って、競技会運営を実施します。 

3. 試合当日の朝、37.5 度以上の発熱や体調不良の方は入場できません。必ず、担当者

へ連絡の上、大会参加を見送ってください。 

4. 本大会はＴＵＥ事前申請が必要な競技大会です。 

5. 日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象大会です。 

6. 本競技会参加者（18 歳未満の競技者を含む。以下同じ）は、競技会にエントリー

した時点で日本アンチ・ドーピング規程にしたがい、ドーピング・コントロール手

続の対象となることに同意したものとみなします。18 歳未満の競技者について 

は、本競技会への参加により親権者の同意を得たものとみなします。 

7. 本競技会に参加する 18 歳未満の競技者は、親権者の署名した同意書を大会に持参

し携帯して下さい。親権者の同 意書フォームは、日本アンチ・ドーピング機構

（JADA）のウェブサイト( https://www.playtruejapan.org/jada/u18.html )からダ



ウンロードできます。18 歳未満の競技者はドーピング検査の対象となった際に、

親権者の署名が記載された当該同意書を担当検査員に提出して下さい。なお、親権

者の同意書の提出は 18 歳未満時に 1 回のみで、当該同意書の提出後に再びドー

ピング検査の対象となった場合は、すでに提出済みであることをドーピング検査

時に申し出て下さい。ドーピング検査会場において親権者の同意書の提出ができ

ない場合、検査後 7 日以内に JADA 事務局へ郵送にて提出して下さい。親権者の

同意書の提出がなかった場合でも、ドーピング・コントロール手続に一切影響がな

いものとします。 

8. 本競技会参加者は、本競技会において行われるドーピング検査（尿・血液等検体の

種類を問わず）を拒否又は回避した場合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移

動等個人的諸事情によりドーピング検査手続を完了することができなかった場合

等は、アンチ・ドーピング規則違反となる可能性があります。アンチ・ドーピング

規則違反と判断された場合 には、日本アンチ・ドーピング規程に基づき制裁等を

受けることになるので留意して下さい。 

9. 競技会・競技会外検査問わず、血液検査の対象となった競技者は、採血のため、競

技/運動終了後 2 時間の安静が必要となるので留意して下さい。 

10. 日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容およびドーピング検査については、公益

財団法人日本アンチ･ドーピング機構のウェブサイト

（http://www.playtruejapan.org）にて確認して下さい。 

11. 上記の第 2 項から第３項については、今後の感染症の流行状況や政府方針等を鑑

み、見直す場合があるため、日本ライフル射撃協会のウェブサイトで、更新情報の

詳細を確認すること。 

 


